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１．江差町地域公共交通計画の策定について

1-1 計画策定の目的

1-2 計画策定までのフロー

・町内を運行する公共交通の効率的な運行
・町内に存在する交通空白地域への対応
・まちづくり計画との整合性を図った公共交通網の構築
・積極的に公共交通を使う町民の意識醸成

これらを解決し、

江差町に住み続けられる公共交通網を構築

することを目的に江差町地域公共交通計画を策定

R3年度
（実態把握フェーズ）

◆現況交通実態調査
・人口分布等の地域概況整理及び利用実態調査等を通じて町内を運行
している公共交通の運行・利用実態を整理

◆町民ニーズ把握調査
・町民の公共交通へのニーズ把握に向け、約1,700世帯を対象にアン
ケート調査を実施

◆町民意見交換会
・町民が普段感じている公共交通に関するニーズ等の把握に向けた町
民意見交換会を開催

R4年度
（計画策定フェーズ）

◆バス利用実態調査
・江差町内を運行するバス路線（８路線）の
利用実態調査の実施

◆町民意見交換会
・R3年度で調査した結果を踏まえ、計画期間
で実施していく施策内容について協議

◆計画推進に向けた関係者ヒアリング
・計画策定後、早期の計画着手に向け、運行
計画の作成など、関係者へのヒアリングを
実施

R5年度以降
（施策実施フェーズ）

◆施策施行
（実証運行・本格運行
等）

・令和４年度に実施予定
の実証運行及び実証運
行結果を踏まえた本格
運行計画等の策定を実
施

・江差町地域公共交通計
画に示す、利用促進策
等も適宜実施

◆地域公共交通計画（案）の作成
・町民ニーズを踏まえ、施策や目標値を記載
した地域公共交通計画（案）を作成

◆実証運行計画の立案・実証運行の支援
・計画策定後、町内交通の本格運行を行って
いくことを見据え、ルート・エリア、便数、
時刻、運賃等を明記した実証運行計画を策
定するとともに、実証運行までの準備・取
りまとめ等を実施
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１．江差町地域公共交通計画の策定について

計画策定向けた項目 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(1)現況交通実態調査

(2)町民ニーズ把握調査

(3)町民意見交換会

(4)地域公共交通活性化協議
(4)会の開催

町内各地区の人口・世帯等の概況整理

地域公共交通の運行状況整理

公共交通事業者の現状調査
※場合によっては、ヒアリング調査実施を要検討

アンケート調査票の検討

配付手続きの調整

協議会内容の
反映期間

ヒアリング
実施期間

印刷・封入（調査票確定後、1週間程度）

調査実施（2週間程度）

入力・集計

意見交換会地区及び内容の検討

周知及び参加者の取りまとめ

意見交換会実施

意見交換会結果の取りまとめ

第３回協議会内容
・（必要に応じ）公共
交通事業者へのヒア
リング調査結果の確
認

・町民ニーズ把握調査
結果の確認
・町民意見交換会結果
の確認

・令和4年度実施事業
のスケジュール確認

第２回協議会内容
・令和3年度実施事業
に関するスケ
ジュール確認

・現況交通実態調査
結果の確認

・町民ニーズ把握調
査票の確認

・町民意見交換会開
催内容の確認

1-3 今後のスケジュール（令和３年度）
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２．地域概況の整理

2-1 65歳以上の運転免許非保有率の状況

地区名 割合

新栄町 15.8%

愛宕町 19.5%

豊川町 14.0%

東山 37.2%

桧岱 24.0%

中歌町 19.2%

姥神町、鴎島 30.1%

津花町 23.1%

上野町 13.9%

橋本町 17.6%

本町 16.3%

新地町 14.4%

緑丘 8.4%

茂尻町 21.3%

円山 9.1%

陣屋町 13.1%

海岸町 26.0%

南浜町 15.5%

地区名 割合

柏町 22.0%

南が丘、萩ノ岱 12.1%

砂川 2.0%

椴川町 24.1%

大澗町 18.5%

泊町 23.0%

尾山町 20.5%

田沢町 21.5%

伏木戸町 6.9%

柳崎町 21.1%

五厘沢町 29.4%

水堀町 18.2%

越前町 19.1%

中網町 18.2%

小黒部町 23.0%

朝日町 20.5%

鰔川町 28.2%

赤字：町全体の平均
（16.9%）以上

【現状・問題点】
・郊外部の非保有率が高い状況
・市街地の非保有者数が多い状況
【課題整理】
・高齢者にも利用しやすい交通モード及び交通サービスの
提供

出典：国勢調査（H27、5次(250m)メッシュ）

運転免許非保有率の算定：年代別運転免許保有状況（R2.12）より年代別の
保有率を算定、保有率を国勢調査（H27）の値に乗じて算定
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２．地域概況の整理

2-2 都市機能施設の立地状況

【現状・問題点】
・都市機能施設の多くは、市街地（上町）および伏木戸町
に集積

【課題整理】
・市街地以外の地域から、市街地および伏木戸町までのア
クセス交通の確保 分類 # 施設名称

● 公共施設

1 江差町役場

2 泊生活館

3 対鴎館

4 陣屋団地集会施設

5 五勝手生活館

6 江差町会所会館

7 水堀コミュニティセンター

8 南が丘ふれあいセンター

● 教育施設 9 北海道立江差高等学校

● 医療
・福祉施設

10 生きがい交流センター

11 老人福祉センター

12 江差町子育て支援センター

13 佐々木病院

14 江差脳神経外科クリニック

15 道南勤医協江差診療所

16 北海道立江差病院

● 金融機関

17 江差郵便局

18 江差愛宕郵便局

19 江差茂尻郵便局

20 江差尾山郵便局

21 道南うみ街信用金庫本店

22 北洋銀行江差支店

● 商業施設

23 フードセンターブンテン江差店

24 ラルズマート江差店

25 ＤＣＭホーマック江差柳崎店

26 イエローグローブ江差店

27 ツルハドラッグ江差新地町店

28 サツドラ江差店

29 サツドラ江差柳崎店

出典：国勢調査（H27、5次(250m)メッシュ）

生活圏
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３．公共交通の運行状況の整理

3-1 町内公共交通の運行状況

【注意】館線、稲見線、木間線は、町内では同じ道路を走行しているが、
厚沢部町内で走行箇所が変わる。本資料では館線（642系統）を
記載している

出典：国勢調査（H27、5次(250m)メッシュ）
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３．公共交通の運行状況の整理

3-2 町内公共交通のカバー圏整理

【現状・問題点】
・町民の54%がバス停勢圏（300m）以内
・高齢化率の高い地域において公共交通カバー率が低調
【課題整理】
・市街地や農村部などの交通空白地域の対応
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３．公共交通の運行状況の整理

地域名
人口
（人）

バス勢力圏
人口（人）

バス勢力圏
人口割合

高齢化率

新栄町 301 187 62.3% 32.2%

愛宕町 153 153 100.0% 39.9%

豊川町 626 56 8.9% 28.6%

東山 79 1 0.7% 75.9%

桧岱 45 0 0.0% 48.9%

中歌町 281 176 62.5% 39.1%

姥神町 169 169 100.0% 63.9%

鴎島 7 0 4.2% 0.0%

津花町 157 152 97.1% 47.1%

上野町 116 116 100.0% 28.4%

橋本町 131 131 100.0% 35.9%

本町 264 227 86.2% 33.3%

新地町 119 119 100.0% 29.4%

緑丘 87 11 12.8% 17.2%

茂尻町 386 386 100.0% 43.5%

円山 697 233 33.5% 18.7%

陣屋町 567 567 100.0% 26.8%

海岸町 49 49 100.0% 53.1%

南浜町 372 372 100.0% 31.7%

地域名
人口
（人）

バス勢力圏
人口（人）

バス勢力圏
人口割合

高齢化率

柏町 254 15 5.7% 44.9%

南が丘 734 734 100.0% 24.9%

萩ノ岱 7 1 10.9% 0.0%

砂川 25 9 37.3% 4.0%

椴川町 57 1 1.5% 49.1%

大澗町 77 6 8.4% 37.7%

泊町 132 3 2.3% 47.0%

尾山町 284 15 5.1% 41.9%

田沢町 221 1 0.6% 43.9%

伏木戸町 354 261 73.8% 14.1%

柳崎町 525 203 38.6% 43.0%

五厘沢町 25 9 35.0% 60.0%

水堀町 426 38 9.0% 37.1%

越前町 118 30 25.1% 39.0%

中網町 70 29 40.8% 37.1%

小黒部町 162 7 4.3% 46.9%

朝日町 79 2 3.1% 41.8%

鰔川町 92 0 0.0% 57.6%

江差町全体 8,248 4,468 54.2% 34.4%

赤文字：バス勢力圏人口割合が町全体（54.2%）より低い
：高齢化率が町全体（34.4%）より高い
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３．公共交通の運行状況の整理

3-3 町内公共交通でアクセス可能な都市機能施設の整理

【現状・問題点】
・都市機能施設（29箇所）のうち、バス停が100m以内に設
置されている施設は約3割（9箇所）

【課題整理】
・自動車運転免許のない町民の移動手段の確立
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都市機能施設 施設名称 100m圏 300m圏

公共施設

江差町役場 ○ ○

泊生活館 - -

対鴎館 - ○

陣屋団地集会施設 ○ ○

五勝手生活館 ○ ○

江差町会所会館 - ○

水堀コミュニティセンター - -

南が丘ふれあいセンター - ○

教育施設 北海道立江差高等学校 ○ ○

医療・福祉施設

生きがい交流センター ○ ○

老人福祉センター - -

江差町子育て支援センター - ○

佐々木病院 ○ ○

江差脳神経外科クリニック ○ ○

道南勤医協江差診療所 - ○

北海道立江差病院 ○ ○

都市機能施設 施設名称 100m圏 300m圏

金融機関

江差郵便局 - ○

江差愛宕郵便局 - ○

江差茂尻郵便局 - ○

江差尾山郵便局 - ○

道南うみ街信用金庫本店 - ○

北洋銀行江差支店 - ○

商業施設

フードセンターブンテン江差店 - ○

ラルズマート江差店 - ○

ＤＣＭホーマック江差柳崎店 - ○

イエローグローブ江差店 - ○

ツルハドラッグ江差新地町店 ○ ○

サツドラ江差店 ○ ○

サツドラ江差柳崎店 - ○

100m圏、300m圏：各施設より100m・300mに、バス停があるものは「○」

３．公共交通の運行状況の整理
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４．地域概況及び公共交通運行状況の整理

種別 分野 課題

地域概況

人口推移及び分布状況（第1回資料）
・市街地内における公共交通による移動サービスの維持・確保
・郊外部の居住形態に即した交通の検討

高齢化率の状況（第1回資料）
・高齢者にも利用しやすい交通モード及び交通サービスの提供

65歳以上の運転免許非保有率の状況

都市機能施設の立地状況 ・市街地以外の地域から市街地および伏木町までのアクセス交通の確保

公共交通の運行状況
町内公共交通のカバー圏整理 ・市街地や農村部などの交通空白地域の対応

町内公共交通でアクセス可能な都市機能施設の整理 ・自動車運転免許のない町民の移動手段の確立

今後、各種調査を通じて、追加で問題点及び課題を整理します。
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５．町民ニーズ把握調査

5-1 町民ニーズ把握調査実施の目的

・江差町地域公共交通計画を策定していく上で、町民の生活圏の把握に加え、町民が考えている公共交通に対するニーズを把握することを
目的に、町内1,700世帯を対象に、町民ニーズ把握調査（アンケート調査）を実施

5-2 調査実施時期

・令和４年２月を予定

5-3 調査対象

・江差町に居住する15歳以上の町民（1,700世帯）
※1世帯に2票を配布予定（1人世帯の場合は1票の回答、2人以上世帯については公共交通を利用するあるいは利用したい方が優先的に回答）

5-4 調査項目

項目 内容 ねらい

１．属性
・性別、年齢 ・職業 ・居住地
・免許証及び自動車の保有状況 ・自動車の運転意向
・運転困難時の移動手段 ・免許証返納による困ること

・年齢や免許証保有状況、地区などの個人属性の把握
・他項目とのクロス集計による属性ごとの傾向分析に
活用

２．日常的な
生活状況

・移動手段及び移動先、移動時間等
-通勤・通学、買い物、通院、私用などのお出かけの4目的

・現状の生活行動の実態把握
・「生活圏」及び「医療圏」の把握・分析に活用

３．公共交通
に対する
ニーズ

・普段の移動で困っていること
・運行してほしい公共交通
-その運賃
-導入による外出機会の変化
-その利用目的
・MaaS等の利用意向
-スマートフォン等の携帯端末の保有状況
-携帯端末の利用用途
-携帯端末を活用した公共交通予約等の
サービス利用意向

・新たな公共交通等の導入に関する検討項目
・個人属性等とクロス集計により、各地区で導入すべ
きモードの検討やMaaS等の利用意向を把握に活用
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６．町民意見交換会

6-1 町民意見交換会開催の目的

・江差町地域公共交通計画を策定していく上で、町民ニーズ把握調査等では把握できない、細かな町民の生活移動実態や公共交通へのニー
ズを把握することを目的に、町民意見交換会を開催

6-2 意見交換会開催時期

・令和４年３月を予定
※新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、実施時期は要検討

6-3 意見交換会対象

・江差町に居住する町民
※開催する地区等については、事務局内で検討中

6-4 意見交換会タイムスケジュール案

内容 所要時間

１． 冒頭挨拶 ５分

２． 情報提供

（１） 町民ニーズ把握調査結果について １５分

（２） えさしMaaSについて １０分

３． 意見交換会

（１） 現状の移動状況及び生活圏 ２０分

（２） 普段の生活移動で困っていること ２０分

（３） 提供してほしい生活移動支援策 ２０分

合計 ９０分



自由
記述欄

問17 運行してほしい交通が導入されたとき、公共交通を利用した外出機会は変化しますか 【１つだけ】

ア.外出が増えると思う イ.変わらないと思う 問20へお進みください。

※問17で「ア．」と回答された方にお聞きします。
問19 想定される利用目的 【１つだけ】

ア.通勤 イ.通学 ウ.買い物 エ.通院 オ.私用 カ.その他（ ）

※問17で「ア．」と回答された方にお聞きします。
問18 想定される外出回数 【1つだけ】

ア．週に（ ）日 イ．月に（ ）日 ウ．年に（ ）日

問14 普段の生活において、移動で困っていること 【いくつでも】

問15 生活の足として新たに運行してほしい交通サービス 【1つだけ】

ア.予約運行型バス（予約に応じて、ご自宅の付近まで迎えにくる交通）が運行してほしい

イ.コミュニティバス（決まった時間に決まった路線を運行する交通）が運行してほしい

ウ. タクシーチケットなどの既存の交通の料金割引 エ.その他（ ）

ア.自動車を運転できないため、外出する機会が制限されている

イ.周りに送迎してくれる人がおらず、外出する機会が制限されている

ウ.近所の人と送迎しあっているが、事故などの不安がある エ.冬場の運転に不安がある

オ.その他（ ） カ.困っていることはない

予約運行型バス コミュニティバス

特徴 「自宅」と「予め決まった施設」の間を運行 路線バスよりきめ細かいルートを運行

予約の有無 事前予約が必要 事前予約が不要

ルート（経路） 決まった時間に予約状況に応じてルートが変更 決まった時間に決まったルートで運行

運賃 タクシーよりは安いが路線バスよりは高い 路線バスと同等又は安い

表 『予約運行型バス』と『コミュニティバス』の比較

江差町の公共交通をより良くするためのアンケート調査票（案）

■選択肢に「〇」を付ける質問には、「１つだけ」、「いくつでも」の２種類がございます。
■質問中で、（ ）部分には、当てはまる数字、あるいは質問の内容を踏まえた具体的な記述をお願いい
たします。

１.あなたご自身のことについて教えてください。

問１ あなたの性別・年齢 【それぞれ１つだけ】

①性別 ア.男性 イ.女性 ウ.その他

②年齢 ア.15～19歳 イ.20歳代 ウ.30歳代 エ.40歳代 オ.50歳代

カ.60～64歳 キ.65～69歳 ク.70歳代 ケ.80歳以上

問２ あなたの職業 【１つだけ】

ア.会社員・団体職員 イ.自営業 ウ.農林水産業 エ.公務員 オ.パート・アルバイト

カ.学生 キ.主婦・主夫 ク.無職 ケ.その他（ ）

問３ あなたの住所 【１つだけ】

ア.南浜町 イ.柏町 ウ.南が丘 エ.砂川 オ.萩ノ岱 カ.椴川町 キ.上野町 ク.橋本町
ケ.本町 コ.新地町 サ.緑丘 シ.茂尻町 ス.円山 セ.陣屋町 ソ.海岸町 タ.新栄町
チ.愛宕町 ツ.豊川町 テ.東山 ト.桧岱 ナ.中歌町 ニ.姥神町 ヌ.津花町 ネ.鷗島
ノ.大澗町 ハ.泊町 ヒ.尾山町 フ.田沢町 ヘ.伏木戸町 ホ.柳崎町 マ.水堀町 ミ.越前町
ム.五厘沢町 メ.中網町 モ.小黒部町 ヤ.朝日町 ユ.鰔川町

問４ 免許・自動車の保有状況 【１つだけ】

ア.免許も自動車も持っている イ.免許も自動車もあるが免許返納を考えている

ウ.免許はあるが、自動車はない エ.以前は免許を持っていたが、免許返納をした

オ.免許を持ったことがない 中面の「問8 通学・通勤の状況」へお進みください。

※問４で「ア.」もしくは「イ.」と回答された方にお聞きします。
問５ 自動車の運転意向 【１つだけ】

ア.（ ）歳頃まで運転したい イ.できる限りずっと運転したい

ウ.今すぐにでもやめたい（免許返納をしたい）

エ.分からない

オ.その他（ ）

※問４で「ア.」もしくは「イ.」と回答された方にお聞きします。
問６ 将来、運転が困難になった場合の移動手段 【いくつでも】

ア.徒歩、自転車 イ.バスを利用する ウ.タクシーを利用する

エ.外出支援サービスを利用する オ.家族や知り合いに送迎してもらう

カ.町内の便利なところに引っ越す キ.町外の便利なところに引っ越す ク.外出を控える

ケ.その他（ ）

※問４で「ア.」もしくは「イ.」と回答された方にお聞きします。
問７ 免許返納により困ること 【いくつでも】

ア.買い物に行けなくなる イ.通院ができなくなる ウ.仕事ができなくなる

エ.自分の趣味の活動が制限される オ.特に困ることはない カ.その他（ ）

p.1中面（p.2）にお進みください☞p.4 アンケートへのご協力ありがとうございました。

3.公共交通に対するニーズについて教えてください。
※新たな公共交通の導入に関する検討項目
→個人属性等とクロス集計により、
各地区で導入すべきモードの検討に活用

※年齢や免許証保有状況、地区などの個人属性の把握
⇒他項目とのクロス集計による属性ごとの傾向分析

問16 運行してほしい交通が導入されたとき、１回当たり最大いくらまでであれば、利用しますか【１つだけ】

ア.１００円 イ．２００円 ウ．３００円 エ．４００円 オ．５００円 カ．その他（ 円）

免許返納したい理由あるいは免許返納がいますぐ
できない理由をお書きください

問２０ スマートフォン等の携帯端末で、公共交通の運行状況の検索や公共交通の予約等を行えるサービスが
運用されれば、利用したいと思いますか 【１つだけ】

ア.利用したい イ.利用しない

※問20で「ア.」と回答された方にお聞きします。
問２1 スマートフォン等の携帯端末で、公共交通の運行状況の検索や公共交通の予約等を行えるサービスが
運用された場合、外出回数はどの程度になりますか 【１つだけ】

ア．週に（ ）日 イ．月に（ ）日 ウ．年に（ ）日

※問20で「ア．」と回答された方にお聞きします。
問22 想定される利用目的 【１つだけ】

ア.通勤 イ.通学 ウ.買い物 エ.通院 オ.私用 カ.その他（ ）

資料２



①私用などで出かける頻度
【１つだけ】

ア.週に（ ）日 イ.月に（ ）日 ウ.年に（ ）日

エ.出かけない 問12へお進みください。

②よく行くお出かけ先の
④市町名
④【いくつでも】
④※江差町内の具体的な
④④お出かけ先もご記入

下さい

ア.江差町 イ.上ノ国町 ウ.厚沢部町 エ.乙部町

オ.函館市 カ.七飯町 キ.北斗市

ク.その他（ ）

江差町内の具体的なお出かけ先（ ）

③お出かけの際の交通手段
④【いくつでも】

ア.徒歩 イ.自転車 ウ.函館バス エ.タクシー

オ.お出かけ先の無料送迎バス カ.原付・バイク

キ.自動車(自分の運転) ク.自動車(家族の送迎)

ケ.自動車(家族以外の送迎) コ.その他（ ）

④よくお出かけをする曜日
④【いくつでも】

ア.特に決まっていない イ.月曜日 ウ.火曜日 エ.水曜日

オ.木曜日 カ.金曜日 キ.土曜日 ク.日曜日

⑤お出かけ先に到着する
④時間帯

記入例）（１０）時台

（１０）時台

⑥お出かけ
先での
滞在時間

記入例)（ ３ ）時間（００）分

（ ３ ）時間（００）分

①病院に行く頻度
④【１つだけ】

ア.週に（ ）日 イ.月に（ ）日 ウ.年に（ ）日

エ.出かけない

②よく行く通院先の市町名
④【いくつでも】
※具体的な病院名も
※ご記入下さい

ア.江差町 イ.上ノ国町 ウ.乙部町 エ.乙部町

オ.函館市 カ.七飯町 キ.北斗市

ク.その他（ ）

記入例）○○病院 ××医院 など

具体的な病院名（ ）

③病院に行く際の交通手段
④【いくつでも】

ア.徒歩 イ.自転車 ウ.函館バス エ.タクシー

オ.通院先の無料送迎バス カ.原付・バイク

カ.自動車(自分の運転) キ.自動車(家族の送迎)

ク.自動車(家族以外の送迎) ケ.その他（ ）

④よく通院する曜日
④【いくつでも】

ア.特に決まっていない イ.月曜日 ウ.火曜日 エ.水曜日

オ.木曜日 カ.金曜日 キ.土曜日 ク.日曜日

⑤通院先に到着する時間帯
記入例）（ ８ ）時台

（ ８ ）時台

⑥通院先での
滞在時間

記入例)（ ２ ）時間（００）分

（ ２ ）時間（００）分

①商品宅配等の利用状況
【いくつでも】

ア.商品宅配（インターネット利用含む）を利用している

イ.移動販売車を利用している

ウ.買い物代行サービスを利用している

エ.介護や障害などのヘルパーに対する買い物を依頼している

オ.その他のサービス（サービス名： ）を利用している

カ.利用していない

②直接お店へ買い物に行く
頻度
【１つだけ】

ア.週に（ ）日 イ.月に（ ）日 ウ.年に（ ）日

エ.出かけない 「問10 通院の状況」へお進みください。

③よく行く買い物先の
④市町名
【いくつでも】
※具体的な店名も
ご記入下さい

ア.江差町 イ.上ノ国町 ウ.厚沢部町 エ.乙部町

オ.函館市 カ.七飯町 キ.北斗市

ク.その他（ ）

例）○○スーパー ××店 など

具体的な店名①（ ）

具体的な店名②（ ）

具体的な店名③（ ）

④買い物に行く際の
④交通手段
【いくつでも】

ア.徒歩 イ.自転車 ウ.函館バス エ.タクシー

オ.原付・バイク カ.自動車(自分の運転) キ.自動車(家族の送迎)

ク.自動車(家族以外の送迎) ケ.その他（ ）

⑤よくお出かけをする曜日
④【いくつでも】

ア.特に決まっていない イ.月曜日 ウ.火曜日 エ.水曜日

オ.木曜日 カ.金曜日 キ.土曜日 ク.日曜日

⑥買い物先に到着する
④時間帯

記入例）（ ９ ）時台

（ ９ ）時台

⑦買い物先
での滞在
時間

記入例)（ １ ）時間（３０）分

（ １ ）時間（３０）分

２.あなたの日常的な生活状況について教えてください。

問８ 通学・通勤の状況についてお聞きします。

問９ 買い物の状況についてお聞きします。

問10 通院の状況についてお聞きします。

問11 私用などのお出かけの状況についてお聞きします。

右面（p.3）にお進みください☞ 裏面（p.4）にお進みください☞

①通学・通勤の状況
②【１つだけ】

ア.通学している

イ.通勤している（パート・アルバイトを含む）

ウ.通学・通勤はしていない 「問９ 買い物の状況」へお進みください。

②通学先もしくは通勤先
②【１つだけ】
②※具体的な高校名または、
②②通勤先の地区名も
②②ご記入下さい

ア.江差町 イ.上ノ国町 ウ.厚沢部町 エ.乙部町

オ.函館市 カ.七飯町 キ.北斗市

ク.その他（ ）

通学先の高校名先（ ）

江差町内の通勤先（ ）※地区名でお答えください

③通学・通勤する際の
②交通手段
②【いくつでも】

ア.徒歩 イ.自転車 ウ.函館バス エ.タクシー

オ.原付・バイク カ.自動車(自分の運転) キ.自動車(家族の送迎)

ク.自動車(家族以外の送迎) ケ.その他（ ）

④通学・通勤先に到着する
④時間帯

記入例（ ７ ）時台

（ ）時台

⑤通学・通勤先から帰宅
④する時間帯

記入例（ 16 ）時台

（ ）時台

「問11 私用などのお出かけの状況」 へお進みください。

※現状の生活行動の実態把握
⇒「生活圏」及び「医療圏」の把握・分析

p.3p.2

※問１2で「ア.」と回答された方にお聞きします。
問13 主なネット利用の用途を教えてください 【いくつでも】

ア.コミュニケーション（SNSやアプリ通話含む） イ.動画視聴 ウ.音楽視聴 エ.ゲーム オ.情報検索

カ.ショッピングやオークション キ.ニュース ク.地図やナビゲーション ケ.その他（ ）

問12 スマートフォン等の携帯端末はお持ちですか【１つだけ】

ア.持っている イ.持っていない 問14へお進みください。



その他を追加6

性的マイノリティ（LGBT等）に対する考え方
を考慮し、その他などの選択肢を追加すべき
では

意　見

5

今年度実証実験を行うオンデマンド型交通な
ど、今後の取り組みを考慮すると、スマホな
どの携帯端末の利用状況等についての設問も
反映すべきでは

4

江差町の公共交通をより良くするためのアンケート調査
～江差町役場庁内からの主要意見一覧～

自動車の運転意向について、「3.今すぐにで
もやめたい（免許返納したい）」との選択肢
があるが、免許返納をしたい理由などを求め
るべき

免許返納したい理由あるいは免許返納がいま
すぐできない理由を記入する欄を追加

2

将来、運転が困難になった場合の移動手段に
ついて、江差町の場合、江差線が廃線となっ
た関係で、日常利用としてJRを利用するケー
スがほとんどないように思われるため、「JR
を利用する」選択肢は不要では

選択肢からJR利用を削除3

No

あなたの住所は、小学校地区とすると、住民
が困惑する可能性が高いので町名での区分け
とすべき

対　応

町名で修正1

資料３

7

問6について、
(1)クロス集計することとなっているため、
問1の年齢とこの設問を集計することで将来
的な移動困難世帯数などの分析を行うことが
可能ということか
(2)「ア.徒歩、自転車」➡「ア.徒歩、自転
車、バイク」の方が良いのでは

（1）問5のウを回答しており、かつ問6のク
と回答した方は、運転困難でかつ移動手段が
ない属性と考えられ、そのような方の傾向把
握が可能
（2）免許を返納した段階で、バイクの運転
もできなくなることが想定されるため、現状
のままで整理

スマホ機器の利用状況を「２．日常的な生活
状況」で、新たなサービスを運用することに
よる外出回数の変化及び利用目的を「３．公
共交通に対するニーズ」に追加する形で整理

通学・通勤の状況・買い物の状況・通院状
況・お出かけ状況について、行先の市町村の
選択肢があるが、江差町の場合、選択肢以外
の市町村として北斗市や七飯町付近の利用
ケースがよくあり、逆に木古内町方面への利
用はあまりないように思われるので、選択肢
範囲の再考をすべきでは

木古内町を削除し、北斗市・七飯町を追加

1



意　見

江差町の公共交通をより良くするためのアンケート調査
～江差町役場庁内からの主要意見一覧～

No 対　応

お出かけ先の無料送迎バスに修正

設問を「1回当たり最大いくらまでであれば
利用しますか」に修正

問9③について、よく行く買い物先の市町名
を複数回答するのであれば、具体的な店名に
ついても複数回答していただくよう回答欄を
追加すべきでは

具体的な店名を最大3店舗まで記入できるよ
う修正

※店名を複数回答してもらう意味合いとし
て、例えば週1回3店舗回る場合や週3回1店舗
行く場合など、買い回りの状況（立地適正化
計画に基づく"まちなか"での滞在増加など）
について分析することが可能

選択肢に追加

10

問11の「③のお出かけの際の交通手段」につ
いて、選択肢の一つに「カ.ぬくもり保養セ
ンター無料送迎バス」があるが、町内では繁
次郎温泉の無料バスなど施設ごとで送迎バス
を運行しているケースがあることから「お出
かけ先の無料送迎」などの表現に修正すべき
では

問16について、希望運賃の回答の多くは安け
れば安い方が良いと考える人でおそらく大多
数が100円を回答することが予想されるため
「最大いくらまでなら利用する」といった表
現に修正すべきでは

11

13

問19・22について、1つだけの回答ではなく
複数回答とすべきでは

主に利用したい目的を把握し、外出機会の変
化等について分析を行うため、１つに限定し
た設問で整理する

12

問9の「①商品宅配等の利用状況」につい
て、介護や障害などのヘルパーに対する買い
物依頼も想定されるため、当該項目の追加及
び複数回答とすべきでは

8

問10の「③病院に行く際の交通手段」につい
て、函館市内の病院などで施設独自による送
迎バスを運行しているケースがあることか
ら、選択肢に当該項目を追加すべきでは

9

選択肢の追加及び複数回答に修正

2



意　見

江差町の公共交通をより良くするためのアンケート調査
～江差町役場庁内からの主要意見一覧～

No 対　応

ライドシェアについて、制度としては非常に
便利であるが、一般の方同士の送迎になるた
め、安全性の観点から、まずはプロである交
通事業者様に生活移動の支援をしていただく
ことを優先的に考えるべきであることから、
今回の選択肢からは除外する方向で整理

※業務委託業者である日本データーサービス
㈱より次のとおり意見あり
①他自治体のアンケートにて、運転手の担い
手としての意向を聞いたことがあったが、既
に地域住民同士でやっているが、万が一のこ
とを想定すると止めたい、などの意向があ
り、このような意向は、どこの地域でも同様
であり、ライドシェアとしてシステム化して
しまった場合、誰がその責任を負うのかと
いった不安を煽ることになる可能性がある
②アンケートの問15でデマンド交通のニーズ
についてお聞きするが、この形態の意向が高
い地域においては、交通事業者がやりきれな
い場合、ライドシェアに移行することも想定
できるので、ライドシェアの検討については
最終手段として考えるのが妥当であり、あえ
て設問に組み込む必要はないと考える

問15について、立地適正化計画において"ラ
イドシェア"や"フリー乗降"の導入検討を明
記しているため、特に"ライドシェア"の利用
希望者や運転手としてやる気のある人の割合
を拾う設問項目など追加してはどうか
（例：同じ時間に同じ方向に向かう人の車に
相乗りするシステムを利用したい）

【ライドシェアとは】
自動車等の相乗りを指すもので、最近では一
般のドライバーが自家用車を使用して利用客
を運ぶ有料のビジネス

14
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資料４ 

令和３年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通調査事業） 
に関する事業評価の実施について 

 

１．趣 旨 
国土交通省の地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第３条第５項により、「地域公

共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法定協議会は補助対象事業ごとに補助対象事

業について事業評価を行い、その結果を地方運輸局へ報告する必要があることから、本協議会に

おける補助対象事業に関する事業評価を行い、その結果を北海道運輸局長に報告するもの。 

 

 

 

 

 

 

２．事業評価対象 
令和３年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通調査事業） 

 

３．令和３年度補助対象事業実施期間 
令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで 

※ 事業が完了していない場合は、協議会が自己評価を実施する時期までが評価対象期間 

 

４．事業概要   
 

 （※1）補助対象経費については、業務委託業者である「日本データーサービス株式会社」への

業務委託費用。 

 （※2）当初、「補助対象経費：7,038,900円・補助金額：2,463,615円」により交付決定された

が、新型コロナウイルス感染症の影響により事業開始時期が後ろ倒しとなったことで、

今年度予定していたバス利用実態調査等の項目の実施を見送りとしたため、上記金額へ

の変更が生じたもの。 

 

５．事業評価（案）の内容 
 【資料５】地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業） 

【資料６】地域公共交通計画策定に係る事業の取組状況等 

 

以 上 

【参考】地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第３条 抜粋 

 

第５項 協議会は、補助対象事業ごとに補助対象事業について評価を行い、その結果について

地方運輸局又は地方航空局の長に報告しなければならない。 

【補助対象事業】江差町地域公共交通計画（案）策定業務 

【事 業 内 容】現況交通実態調査、町民ニーズ把握調査（アンケート調査）、町民意見交換会、 

          江差町地域公共交通活性化協議会開催 

【補助対象経費】4,004,000円  【補助金額】2,002,000円（補助率 1/2） 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙２

令和４年１月　　日

協議会名：江差町地域公共交通活性化協議会

①事業の結果概要 ③地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

【案】地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
・現況交通実態調査
・町民ニーズ把握調査（2月実施予定）
・町民意見交換会（3月実施予定）
【結果概要】
・既存データを活用し、移動の足の確保が必要となる
地区の浮き彫りを実施
・バス停等の位置情報データから、交通空白地域の特
定及びバス停からアクセスが困難な都市機能施設等
を整理
・これら整理から、以下の課題を抽出

■現況交通実態調査から見える課題
・市街地内における公共交通による移動サービスの
維持・確保
・郊外部の居住形態に即した交通の検討
・高齢者にも利用しやすい交通モード及び交通サービ
スの提供
・市街地以外の地域から市街地及び伏木戸町までの
アクセス交通の確保
・市街地や農村部などの交通空白地域の対応
・自動車運転免許のない町民の移動手段の確立

B

事業開始時期が後ろ倒しとなり、タイトな中での
事業実施ではあり、かつ新型コロナウイルス感
染症の影響により、町民ニーズ把握調査及び町
民意見交換会の実施がさらに後ろ倒しになる可
能性があるものの、予定している事業内容は年
度内に完了予定

・今年度は実態把握を主で進めており、現状で想定し
得る方針を整理
・方針及び施策内容等については、次年度に検討を進
め、計画策定を予定

対象区域：江差町内
計画期間：令和5年度～令和9年度
計画の方針：
方針①：先進技術も活用した住民が使いやすい公共
交通形態の導入検討
方針②：地域内交通と広域交通の接続拠点を創出検
討
方針③：公共交通の利用促進策の検討
方針④：町民等の広域的な移動機会の確保に寄与す
る連携策の実施

資料５



江差町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題

○調査の主な内容

○地域公共交通の現況

江差町

江差町は、北海道の南西部、檜山振興局の南部に位置し、当町の中央には厚沢部川が流れ、北は乙部町、東は厚沢部町、南は上ノ国町と隣接してお
り、北西方向には日本海を挟んで奥尻町と対している。総面積は109.48㎢で、人口は7,155人（令和３年11月現在）に対し高齢化率39.2%の状況にある。
本町の公共交通は、本町と奥尻町を結ぶフェリーが１航路運行されているほか、函館バス（株）により５路線６系統の路線バスが運行されており、
加えて、本町独自の取組として福祉バス、スクールバス及び生涯学習バスを運行している。また、町内には１社のタクシー事業者が立地しており、事
前予約制で乗合タクシーも運行している。
一方で、これら公共交通ではカバーしきれない公共交通空白地域が市街地内にも存在しており、高齢化が高まる中で、高齢者をはじめとした安心で
安全、かつ利便性の高い公共交通網の構築が求められている。

概 要

令和３年８月１７日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況

令和３年11月24日 第１回協議会を開催
・令和３年度事業計画（案）及び予算（案）
・江差町における公共交通等の現況
・MaaS（マース）実装化に向けた実証実験の概要説明
令和４年１月20日～27日 第２回協議会を書面にて開催予定
・今年度実施予定の各種調査の内容確認
・地域概況整理及び課題整理
・事業評価
・江差マース実証実験の実施内容等の確認

・現況交通実態調査 ・町民ニーズ把握調査 ・町民意見交換会

・市街地内における公共交通による移動サービスの維持・確保
・高齢者にも利用しやすい交通モード及び交通サービスの提供
・市街地や農村部などの交通空白地域の対応
・自動車運転免許のない町民の移動手段の確立

・ハートランドフェリー（株）：１航路
・函館バス（株）：５路線６系統
・福祉バス：２路線 ・スクールバス：３路線
・生涯学習バス ・事前予約制乗合タクシー

公共交通の概要

資料６



江差町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

１．現況交通実態調査
・公安委員会保有の運転免許証の返納データを活用し、運転免許証
非保有者の分布状況を整理し、移動の足が必要となる地区の
浮き彫りを実施
・バス停等の位置情報データを活用し、公共交通空白地域の特定
及びバス停からアクセスが困難な都市機能施設等を整理

地区名 割合

新栄町 15.8%

愛宕町 19.5%

豊川町 14.0%

東山 37.2%

桧岱 24.0%

中歌町 19.2%

姥神町、鴎島 30.1%

津花町 23.1%

上野町 13.9%

橋本町 17.6%

本町 16.3%

新地町 14.4%

緑丘 8.4%

茂尻町 21.3%

円山 9.1%

陣屋町 13.1%

海岸町 26.0%

南浜町 15.5%

地区名 割合

柏町 22.0%

南が丘、萩ノ岱 12.1%

砂川 2.0%

椴川町 24.1%

大澗町 18.5%

泊町 23.0%

尾山町 20.5%

田沢町 21.5%

伏木戸町 6.9%

柳崎町 21.1%

五厘沢町 29.4%

水堀町 18.2%

越前町 19.1%

中網町 18.2%

小黒部町 23.0%

朝日町 20.5%

鰔川町 28.2%

赤字：町全体の平均
（16.9%）以上

運転免許非保有率の算定：年代別運転免許保
有状況（R2.12）より年代別の保有率を算定、
保有率を国勢調査（H27）の値に乗じて算定

都市機能施設 施設名称 100m圏 300m圏

公共施設

江差町役場 - ○

泊生活館 - -

対鴎館 - ○

陣屋団地集会施設 ○ ○

五勝手生活館 ○ ○

江差町会所会館 - ○

水堀コミュニティセンター - -

南が丘ふれあいセンター - ○

教育施設 北海道立江差高等学校 ○ ○

医療・福祉施設

生きがい交流センター ○ ○

老人福祉センター - -

江差町子育て支援センター - ○

佐々木病院 ○ ○

江差脳神経外科クリニック ○ ○

道南勤医協江差診療所 - ○

北海道立江差病院 ○ ○

都市機能施設 施設名称 100m圏 300m圏

金融機関

江差郵便局 - ○

江差愛宕郵便局 - ○

江差茂尻郵便局 - ○

江差尾山郵便局 - ○

道南うみ街信用金庫本店 - ○

北洋銀行江差支店 - ○

商業施設

フードセンターブンテン江差店 - ○

ラルズマート江差店 - ○

ＤＣＭホーマック江差柳崎店 - ○

イエローグローブ江差店 - ○

ツルハドラッグ江差新地町店 ○ ○

サツドラ江差店 ○ ○

サツドラ江差柳崎店 - ○

100m圏、300m圏：各施設より100m・300mに、バス停があるものは「○」

【現況交通実態調査から見える課題】
・市街地内における公共交通による移動サービスの維持・確保
・郊外部の居住形態に即した交通の検討
・高齢者にも利用しやすい交通モード及び交通サービスの提供
・市街地以外の地域から市街地周辺地域までのアクセス交通の確保
・市街地や農村部などの交通空白地域の対応
・自動車運転免許のない町民の移動手段の確立



平成○○年○月○○日設置
江差町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

２．町民ニーズ把握調査（アンケート票を作成中、２月中に実施予定）
２－１ 調査の目的
・江差町地域公共交通計画を策定していく上で、町民の生活圏の把握に加え、町民が考えている公共交通に対するニーズを把握することが目的
２－２ 調査対象
・江差町に居住する15歳以上の町民（1,700世帯）
２－３ 調査項目

３．町民意見交換会（３月中に実施予定）
３－１ 意見交換会開催の目的
・江差町地域公共交通計画を策定していく上で、町民ニーズ把握調査等では把握できない、細かな町民の生活移動実態や公共交通へのニーズを
把握することが目的

３－２ 意見交換会対象
・江差町に居住する町民
３－３ 意見交換会内容
・現状の移動状況及び生活圏
・普段の生活移動で困っていること
・提供してほしい生活移動支援策

項目 内容 ねらい

１．属性
・性別、年齢 ・職業 ・居住地
・免許証及び自動車の保有状況 ・自動車の運転意向
・運転困難時の移動手段 ・免許証返納による困ること

・年齢や免許証保有状況、地区などの個人属性の把握
・他項目とのクロス集計による属性ごとの傾向分析に
活用

２．日常的な
生活状況

・移動手段及び移動先、移動時間等
-通勤・通学、買い物、通院、私用などのお出かけの4目的

・現状の生活行動の実態把握
・「生活圏」及び「医療圏」の把握・分析に活用

３．公共交通
に対する
ニーズ

・普段の移動で困っていること
・運行してほしい公共交通
-その運賃
-導入による外出機会の変化
-その利用目的
・MaaS等の利用意向
-スマートフォン等の携帯端末の保有状況
-携帯端末の利用用途
-携帯端末を活用した公共交通予約等の
サービス利用意向

・新たな公共交通等の導入に関する検討項目
・個人属性等とクロス集計により、各地区で導入すべ
きモードの検討やMaaS等の利用意向を把握に活用



江差町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

方針①

・令和４年２月から実証実験の開始を予定する江差マース事業と連携し、地域産業の活性化にも寄与する公共交通形態の導入を検討

【江差マース事業の概要】
・サツドラの「江差EZOCA」を活用した、オンデマンド型交通の実証実験
・利用者のアクティビティデータを活用した、継続的な運行改善の実施
・EZOCAポイントカードの活用によるまちづくりへの寄与（「江差EZOCA」を使えば使うほど、江差町に売上の一部が還元される仕組み）

先進技術も活用した住民が使いやすい公共交通形態の導入検討

方針②

・本町では、平成30年3月に「北の江の島構想」を策定しており、本町のシンボルで
ある「かもめ島」周辺の利活用による拠点整備を検討中
・「北の江の島構想」では「かもめ島」周辺を地域住民や来訪者等の交流拠点として
再整備を進める予定としており、地域内交通と広域交通を繋ぐ交通結節点の整備を検討
・「かもめ島」周辺には、本町と奥尻町を繋ぐフェリーターミナルも立地しており、
拠点とフェリーターミナルを繋ぐモビリティの導入等により、来訪者等の移動手段の
提供にも寄与
・加えて、町内の市街地中心部に位置する旧江光ビル跡地を活用し、町内の人流拠点と
なり得るコミュニティ施設の整備を予定しているため、当該施設への移動手段の確立を
含めた地域内交通の検討

地域内交通と広域交通の接続拠点を創出検討



江差町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業実施の適切性

運輸局記載欄

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

事業開始時期が後ろ倒しとなり、タイトなスケジュールでの事業実施であり、かつ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、町民ニーズ
把握調査及び町民意見交換会の実施がさらに後ろ倒しになる可能性があるものの、予定している事業内容は年度内に完了予定

方針③

・本町内に立地する北海道江差高校において、朝の通学や夕方の帰宅時における「送迎渋滞の解消」が学生等の安全性の観点からも喫緊の課題
・町内を運行する公共交通の維持・確保に向け、利用者数の確保を行うための利用促進策の展開が必要
※本町の利用促進策の一つとして、65歳以上の高齢者等を対象とした路線バスの利用者に対する町内移動分の運賃半額助成券の交付を行っているが
助成方法や利用枠などの見直しを検討

公共交通の利用促進策の検討

方針④

・令和４年度以降から検討を開始する「（仮称）道南地域公共交通計画（渡島総合振興局及び檜山振興局主導）」と本町で策定する地域公共交通
計画を連携させ、本町の町民及び本町への来訪者等の広域的な移動手段の確保に係る連携策を実施
※具体的な内容については、「（仮称）道南地域公共交通計画」で位置づける施策検討段階において検討予定

町民等の広域的な移動機会の確保に寄与する連携策の実施
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「江差マース」実証実験 実施概要 

 

１．背 景 

町内の公共交通の現状として、最寄りのバス停から離れた場所に位置する「公共交通空白

地域」が点在するほか、買い物などの生活移動の大半が自家用車に強く依存しており、特に

公共交通機関の基軸である路線バスの利用者数は、近年、減少の一途を辿っている状況。 

今後、更なる人口減少や高齢化が進行していく中においては、より一層、自家用車以外の

移動手段の確保に努めていく必要がある。 

今回、こうした公共交通の課題解決の一助とするべく、町と包括連携協定を締結している

「サツドラホールディングス株式会社」と連携し、本実証実験を実施するもの。 

 

２．実施期間等 

（１）運行期間：令和４年２月１日（火）から２月 28日（月） 

（２）運行時間：平日８時から１６時まで（土日祝日・10日・17日は除く） 

※ 運行事業者による通常営業の支障のない範囲内での時間設定 

 

３．利用対象者 

町内の公共交通空白地域の一つである「新栄町、豊川町、愛宕町、東山、桧岱、中歌町」

に住所を有する町民 

 

４．運行事業者 

  有限会社桧山ハイヤー 

 

５．運行車両 

  ジャンボハイヤー１台 

※ 乗車定員は９人乗りであるが、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、本実証実験

では最大乗車人数を５人で運用する。 

 

６．運行方法 

「新栄町、豊川町、愛宕町、東山、桧岱、中歌町の居住エリア」と「上町商店街地区を中

心とした経済エリア」をつなぐ「オンデマンド型交通サービス」を提供する。 

  具体的には、利用対象者の自宅とサツドラなどの関係機関との調整により設定した乗降地

点間の送迎を無償で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地② 

目的地① 

乗車 

乗車 
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７．乗降地点 

  江差マース実証実験 対象エリアマップ（資料８）のとおり 

  ※ 経済エリアから居住エリア内の自宅までといった帰宅時の送迎だけでなく、経済エリア 

    における乗降地点間の送迎といった、同一エリア内での送迎も可能。 

 

８．配車予約 

  「専用のスマホアプリ」または「電話（自動音声）」により、希望する「日時・出発地・到

着地・乗車人数」を入力の上、配車予約を行う。 

 

９．住民周知 

（１）令和４年１月 31日（月）から２月１日（火）の２日間で本実証実験に関する住民説明会

(※1)を実施予定。 

（２）書面による周知として、広報えさし１月号（資料９）のほか、対象町民（新栄町・豊川

町・愛宕町・東山・桧岱・中歌町）へサツドラ作成のチラシ（資料 10）を配布。 

（３）本実証実験の利用にあたっては、事前登録を必要とするため、希望者から利用申込書（資

料 11）(※2)の記入・提出を求める。 

（４）利用申込者に対して、円滑な利用へと繋げるため「利用者ガイド」などの配布を予定。 

   

※1 当初、１月 21日（金）の開催予定としていたが、新型コロナウイルス感染症の 

影響を考慮し、上記日程に延期。 

   ※2 サツドラ作成のチラシとともに対象町民へ配布。 

 

 

10．実証実験終了後 

（１）サツドラ側で利用者情報を抽出し、利用実績や傾向について分析するほか、対象町民に

対するアンケート調査を実施予定。 

（２）実証実験の利用実績やアンケート調査の実施結果等については、令和３年度第３回江差

町地域公共交通活性化協議会（３月下旬頃の実施を予定）にて報告予定。 

 

11．関係機関 

 

機 関 名 内 容 

サツドラホールディングス株式会社 実施主体／運営・企画 

江差町 実証地域の提供／広報 

株式会社駅探 配車アプリの開発・運用 

株式会社未来シェア ＳＡＶＳの運用サポート／他地域の事例提供 

有限会社桧山ハイヤー ジャンボハイヤーの運行 

株式会社リージョナルマーケティング 江差 EZOCAの運用サポート 

公立大学法人公立はこだて未来大学 運営における助言 

札幌市立大学 運営における助言 

北海道経済連合会 運営における助言／各種情報提供 

QUALITY HOKKAIDO一般社団法人 運営における助言／各種情報提供 







予約は簡単、３ステップで完了！！

【運行時間】 平日8時から16時まで（10日・17日は除く）
【予約受付】 当日分&翌日分、1人当たり最大4件まで予約が可能（24時間受付）

江差マースとは…
みなさまがお住いの「居住エリア」と、お店や病院がたくさんある本

町・新地町といった「経済エリア」をハイヤーでつなぐあたらしい移

動手段です。

ハイヤーは運行時間中であればいつでも好きな時間に携帯電

話かアプリで呼ぶことができ、ご自宅の前まで迎えに来るので、登

録した行先・目的地まで「便利で快適に」、「無料でお得に」移

動ができます。※目的地・乗降拠点一覧は裏面でご確認ください

■電話予約（自動音声） ■スマホWEBアプリで予約

ご自宅からご目的地まで、好きなときに気軽に移動！便利に買物！

新栄町 豊川町 愛宕町 東山 桧岱 中歌町 にお住まいの方限定

運賃
無料!

⓪ 事前登録する
（江差町役場まちづくり推進課）

① 予約する
・電話かスマホアプリで予約

・乗車、降車拠点№を入力

・迎車希望時間、人数を入力

② 乗車する
・予約乗車時間が来たら、

乗車拠点の外で待機

・名前を伝えて乗車

③ 移動する
・予約時に指定した降車拠点へ

・降車拠点から目的地へ移動

・お買物、通院などご自由に！

予約する方法(最大乗車人数は5名です。)

受付電話番号

050-3174-6443

1. 希望日にちを入力してください
(今すぐは１、本日は２ 、明日は３)

2. 配車希望時刻を入力してください
3. 出発地を入力してください
4. 到着地を入力してください
5. 乗車人数を入力してください

1. 本日の場合「２」
2. 午後2時の場合「1400」
3. 自宅出発の場合「01♯」
4. サツドラ江差店へ行く場合「26♯」
5. 2人で乗る場合「2」

自動音声に従い番号を入力

携帯電話・スマホで呼び出し
（登録した電話番号のみ利用可能）

自動音声にて案内

1. WEBアプリからログインする（上記QRコードより）
ID：EZOCA番号（EZOCAカード裏面の数字13桁）

パスワード：申込書記載の電話番号下6桁を入力

2. 乗車位置を設定する
地図上の★印（ランドマーク）から乗車希望位置を

選択し、「ここを出発地にする」をタップ

3. 降車位置を設定する
地図上の★印（ランドマーク）から降車希望位置を

選択し、「ここを目的地にする」をタップ

4. 希望日時・乗車人数 の設定
希望日時（出発 / 到着 / 今すぐ）と乗車人数を

設定し「この内容で申し込む」をタップ
5. 配車の確定
お迎え予定時刻、到着予定時刻、乗車人数等を確認、

よろしければ「確定」をタップし配車を確定。

※時間内に確定しない場合は、入力が無効になります

受付完了！！ご予約のお時間になりましたら乗車地点の外でお待ちください

江差町役場2F「まちづくり推進課」で事前申込み（利用者全員）
※ご自宅住所やご利用の電話番号等の利用者登録が必要なため

スマホのWEBアプリにログイン、必要情報（デマンド）入力

利用したら

EZOポイント
100pt
プレゼント！

アプリQR
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